
建設業界では、就業者の高齢化や若年層の早期離職など、将来の担い手確保・育成が大きな課題となっ

ており、就業者の処遇改善や休日の確保等、働き方改革を進めることが求められています。

八潮市では、令和６年４月１日から建設業にも改正労働基準法による罰則付きの時間外労働規制が適用

されたことを踏まえ、受注者等において週休２日（４週８休）等の休日を確保することができる現場環境

整備のため、令和７年４月１日以降、原則全ての市発注工事において「週休２日制モデル工事」を実施し

ます。

建設工事事業者の皆様におかれましては、改正労働基準法の趣旨を踏まえ、４週８休以上の休日を確保

していただきますようお願いいたします。

発注者において、受注者の週休２日（４週８休）に要する工期の設定及び経費の補正を行った

上で発注を行い、受注者において、当該工事における週休２日（４週８休）の達成が求められる

工事をいいます。

※対象とする工事については、週休２日に取り組むことを発注者が指定して発注するため、

当該工事の入札公告又は指名通知書及び特記仕様書において、対象工事である旨を明示しま

す。

八潮市契約検査課契約担当 電話：０４８－９９６－２３４８（直通）

週休２日制モデル工事に係る制度の詳細と様式については、市ホームページ※をご覧ください。

URL…https://www.city.yashio.lg.jp/jigyosha/nyusatsu_keiyaku/seido/shukyu2model.html

※トップページから探す場合は、下記の方法によりご覧ください。

トップページ＞事業者向け＞入札・契約＞八潮市の入札・契約制度＞週休2日制モデル工事について

〇「週休２日制モデル工事」とは

● 週休２日が未達成だった場合は、減額の変更契約を行うこととなります。

対象工事では、発注時の予定価格において、受注者の週休２日に要する経費等
を補正（増額）した上で発注しています。そのため、受注者において、当該工事
における週休２日（４週８休）が達成できなかった場合には、当該補正分を減額
とする変更契約を行うこととなります。

● 週休２日を理由とする工期延長は、原則認められません。

対象工事においては、週休２日を見込んだ適正な工期の設定を行っています。
このため、週休２日を理由とする工期延長は原則認められません。なお、施工期
間中の天候の不良や関連工事の調整への協力その他受注者の責めに帰すことがで
きないものであるときは、この限りではありません。

【対象工事※における注意事項】

〇 要領と様式について

問合せ先

令和７年４月から、原則全ての市発注工事において
「週休２日制モデル工事」を実施します
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